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北海道区民於ける鯖巾着網漁業の研究

第・ 2報 鯖巾着網及び揚繰網の構成に就て

川崎毅一・西山作蔵 ・ 中 村 秀 男

(北海道大学水産学部漁業学教室〕

Studies on the Fishery of Mackerel by Pur田Seines

in the Sea near Hokk3.ido 

2. Construction and 0開 rationof the PW国民ines

and the AGURI nets Cmackerel ring nets) 

Giichi KAWASAKI， Sakuzo NISHlYAMA and Hideo NAKAMURA 

Faculty 01 Fisheries， Hokkaido University 

Abstract 

Lately t加 writershave been making 悶 earc回 onthe materials剖 dconstsust i∞of pu間前i脚

and AGURI nets and on the methods of fishing' with them. In this paper， an attempt is made to 

com開 rethe operation of the two typ句 asaffected by their cons紅白tion.

T恥 pllrieseines ar.♀ operated叩 alarge針aleand theis sinking sp民disω悩 idぽablylargl。鈎 the

netting is凶 enbroken at the fishing ground in shallQw-ベ踏切 thewinding of the pu閤 linearound 

the bottom of the net， or by creeping into the sea bottom. 
But in det司psea， the rate of fish catch by the purse seines is very g.∞d because of. the fact that 

the p山富eline runs through the bridle rings of the nets， 50 the s例記din enveloping and catching a 

group of fish is very fa!武， and the raising of the netsαn be easily done by. mechanical tOwer (net 

toller) 

The AGURI nets are operated on a comparativelysmal1 scale， and breaking of the net ocωrs 

seldom，鉛 therate of fishing catch is glαxl at the fishing ground in shal1ow-!捻a.

But at the deep総 afishing ground， the AGURI nets挺 emto miss the g，∞d opporttunity of taking 

f凶1occasionally民党副総 ofa vertical movement of the mackereJ， resulting from the fact that su('h nets 
are )n need of∞issiderable Hopping (nets hanging) and the sinking S]:蹴dis 1噛 thanthat of the 

purre seiness. Al鈎 thepurse line ∞nsists of twb parts， therefore the s開 dinsurrounding加 dcatcliing 

the fish is slower than that of the purse seines. 

1.績吉

本邦に於ける巾着網漁法が鰹.鮪.鯖等，所謂鯖型魚類の漁獲に使用されるに至ったのは，明治3ll年頃岩

手県宮古湾に於いて，米国式巾着網を研究的に操業したのが帯矢であり.更に大正7-9年に渉り山口県水

産試験場，日本水産，大洋漁業等が朝鮮海区で，発言事J軽量付漁船の高速を利用した片手廻し漁法を試み，在来

の無動力式揚繰網は非常に圧迫を受け，一方，片手廻し漁法は改良を加えられ，やがて今日の機動性漁網，

所謂コ綬旋巾着網の盛況を見るに至った。

-1I6~ 



木造に於いては大lE3年青森県南部方面のものに真似，無動力式鋸緩網を試みたのが始bで，其後昭和9

-10年に発動機付ご般旋，揚繰網を使用するに至った。此の点.木造に於ける旋網漁業は福岡，山口.福井

各県の如く古くより朝鮮海区での鯖巾着網漁栄に従事した地方より網の構成.漁法技術の点で稿々おくれを

見せてゐる。備本遺海区に於ける巾着網及び揚繰網の操業状況を見るに，一般に巾着網に於いては深海漁場

では漁獲率良好であり，一方，揚繰網に於いては浅海漁場で，漁獲率良好である。一

当教室として此等原因を考究しつ』あり，第1報に引続き巾着網及び揚繰網の構成上から見，此処に報

告す。

木研究に当仇小博市鯖旋柄本部並に富山県氷見灘漁業合同組合各位に対し衷心より感謝の意を表す。

2.翻査方法

昭和25年-28年の4ヶ年聞に豆払本道海区の鯖旋網漁業の漁期中く日本海区 :6-7月中旬.太平洋海

区 7月下旬9月初旬〕を傭船せし巾着網実習船【船籍:福井，山口。根拠地:小樽，余市. i1d1路，広尾〉

並に同根拠地の船籍を青森県入戸に有する揚繰船に積載使用する各巾着網及rY湯量f網?でこ就き調査せり。

3.鵠査結果

第1報でも示したま日く.之等巾着網及び湯繰網の構成は，他の運用漁具に駿ぺ非常に大規模であり，此の

点に就いては勿論，之を積載使用する網船に就いても考慮しなければならぬ。

第1表及び第2表はll71和25-28年の本遺海区〈日本海海区及び太平洋海区)で操業せし巾着船と揚縁船及

び之等に積載使用する各網の大きさを示す。

第 1表 巾着舶の場合

噸数[.Ila 13丁重言乱皇室首並型〉 噸

1t旬:5}，zとす。

上記，第1表の巾着船の場合は第2表の湯繰船の場合よ bも同一噸数時に於ける馬力及び網の大きさの点

に於いても，大型にしている。勿論，之等調の構成は，各漁場に依り.多少，縮少し使用するとともある。

一般に木遣海区で操栄ずる漁船は，巾着，揚縁船とも.25-35噸級が主力を示している。向之等.旋網漁

船の馬力の点を他の釣漁船のそれと較べ，梢々高率を示しているのは漁法，揚網上.行動の敏速を必要とす

る為と見られる。

第 3表許可統数及び使用網舶の大いさ

船籍|詔i竜霊11君臨?議|駄側、船
北海道 31 28.5 91.4 3.2 '54.伺事:210Jf'

16.65 : 45 

青森 31 26.3 回 .4 3.5 部 .58 :115 

一 一 13.6 : 50 

岩手 12 22.6 72.7 3.2 I函215S弱..5957一:::I1却51f 0 

山口 17 29.6 99.3 3.35 18.0:75 
一

長崎 10 34.1 118.7 .48陸:器:認
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第3表は昭和28年，木造海区で操業せし各

地の旋網許可統数及び使用網船の噸数.馬力

から見た大きさを示す。

上記，第3表の中，船籍を山口県に有する

所謂.巾着船及び船籍を青森県に有する揚繰

船を使用し.之等漁具の構成の点を調査し

? ，司。

第1図，第2図t主木造雨海区で操業する湯

繰網及び巾着替司の代表型実例を示す。ι

第 1図及び第2図で明かの如し之等構成

上の点を比較して見るに
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第 1図鯖揚繰網設計図 (K=間〉

浮子方 463間

沈子方 4~3 間
.網 丈:台の部 66.5間，瞥の部 43.0間

使用漁船 30"$ 90Jt> 

(A) 網地配置図 (片袖分〉

l BJ 一般完成図

[C) 容子方及び沈子方構成図

均

(1)之等の各本網は巾着網に於.いては主kして蛙股結節にて横目に使用し，揚繰網に於いては木目結節に

て横自に使用している。街，之等網地の使用方法に就いては先に第1報にで網地の目合，太さ.結節等の関

係で示bた。

(2)・巾着網の各本網は揚繰網より正-2号，細目のものを使用し且，使用漁船の同一噸数，馬力に対する

使用網地量多く，縮結も内割.0.08-0.13少くし強ち気味に，所謂，ー帯状に仕立上げており.仇一方揚繰網の

方tま縮結も多くし袋状にレている。

(3)巾着網の各薄子方及び沈子方縁網は極bて強力/C.l..-てお b.之は網の構成上，揚繰網より大型宣揚網

時には， • ;事'7，}ロ h ラー使用の為，網擦れを防ぐにも a 当然と忠、はれる。

く4)各容子方，沈子方の長さ及び網丈を之等.仕立上旬の点から見るに，巾着網は何れも大型にしており
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第4表 揚繰網網地♂見J積表

符号|各局部名|材斜|太さ|目合|結節 1掛目|切長|反数|網目|縮結|使用問数

2一|魚 捕;C.20'S 1 胸|塑F・ KJ即日 I~I-竺!横目|内同!

ヨ14当zflL2同盟44l主
⑤|グ (8-10脇)1

⑥|瞥網 1

@;竺i竺竺三竺里J 1/ I 1乞|ニ|一二|ωI 55 I 1x2 Iニ工竺上 110

側 縁 網|川 8 1 ペグ I~ 二25?5二 i| グ二郎:ず二 沼
①|点捕の裂止，~- '-1215 '-1/-'-7-1 倒 11x2 漏日向.25 1 168 

IllIiil 1m Q) ~ 11: 1 r I-I/-I~ 1-1/-1一一|コア|一一~-T~/-1[tj0.27 I 168 ③|胴網の裂止 r 1 1/ 1 11 1 1/ 1 1/ 1 84 1 1 x 2 1 1/ IY10.27 1 

一一i 一一一1-，，-1一一一一，-，¥一一一二一i一一一l一一内一一|一一一一
⑥ |  グ 1/ 1 8 1バグ|グト 72. 1 1x2 1グ IY10.2 1 

/1 1-;;寸-，:-1-"1一一|一一!っ;-1 1x2 I~/-I内0.25 1--1，ーの|グ 1/ 1 1/ 1 1/ 1 1/ 1 1/ 1 72 1 1x2 1 1/ 1"0.25 1 
一←一| ・ 十一 .--1一一一「一|一一一|一一←「三ごー|一一一|一一一|内一一一|一一一一一
⑨|端縁網| グ|グ|グ| グ 64 I 1x2 Iグ IY10.35 1 

C. 20'S 綿糸20番手
F.K 本目結節
K 間 (1間=5 Jミ〉

第 5表 揚繰網各綱親見積表

名称|材 判使 用量

容子綱 M.R 4分径 470k

同添綱 M.R 4分径 470

一
沈子綱 M.R 3分径 5∞
問添縞 M.R 4分径 500

手 綱 M.R 6分径 60k ~条

渡 綱 M.R 8分径 4k 2条

股 綱 M.R 4分径おk 2条

同曳網 M.R 4分径 35k 2，条

目 通 M.T 3匁付

締括綱 W.R 4-5分径湖k，，2.条

M M;R 4JJ1ゐiの他議;主事長
M.R:マ ニラロープ.

W.R:ワイヤーロープ

M.T:マ ニラトワイン

K:聞く1間=5尺〉

網丈tま魚鴇，膏を殆んど同長に仕立上げ一方，揚繰

網に於いては，皆網の網丈を魚捕の0.6-0.7倍に短

縮し仕立上げている。

(5)各漂子方.沈子方の構成，英の他，環綱及び

締括綱簿の夜付状況を各網の投網，揚網上の点より

見るに，巾着網に於いては投網後，網の沈下王子く，

且，締括網が一貫しているので，魚群包囲，揚網の

点では極bて有利である。一方，揚繰網に於いては

締括綱が魚捕部でごつに分れ且.環の手の取付状況

から見ても締括綱の締括力が一様に沈子方全体に働

かず，巾着網に較ぺ弱い傑である。

次ぎに，之等，巾着網及び揚繰網の木造事草区での

操業状況を見るκ.たまたま磁網を生じ，之が原因

を調査した。

第3図.第4図は巾着網及ひ湯綾網中の調査綱の

日本?侮区及ひ文平洋海区に於ける操業状況を示し，

務8表.第9表は之等の破網状況を示す。

0大破:津子方又は沈子方と本網部の磁網…，漁

獲全然なし

。中磁:各縁網と木網部の一部磁調-…・漁獲1000

買以下
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0小破:木網中，脅叉は胴の一都政網・・…漁獲1側~以闘賞

CB] 

CC) 
持 FT-

夕食縄MR輔佐
湘8~(3t1:鋤

ゐ網/1.AAS~苦
MJ(~ ~骨量7't

t泌縦泌泌脚必訓l!XXJi5).世MfI2:')，

問主瓦弘主4r 世2kke晶 rl.，，，鯛I1.R掛
Hil/:'; ，8- I→お締tR4嫌

第 2図鯖巾着網設計図 (K=間〉

浮子・方 630.5間

沈子方 653.0間

網 丈:合の都田.5間 瞥 の 都 60.2間

使用漁船 30~ 901f' 

(A) 網地配置図 〈片袖分〉

(B) 一般完成図

(C) 蓉子方及び沈子方構成図

民l~ 之等.調査瀬の操業状況を見るに

. (1)巾着網は揚繰網に較べ，浅海漁場では，磁調率比較的多く，一般に，浅苦手漁場よりも跨侮漁場での漁

獲至極良好である。

(2)揚繰網は巾着網に桜丸浅海及び深海漁場での破網率少く，特に浅海漁場での漁獲率良好である。

~3) -t持"両網の臨網時期は，投網時よりも揚網時の方が多い。

(4)破網の原因は，網の積載法，投網単備の不完全.業の他，他船の妨害.海況，海底割足に依る網及び

各綱類の蹟絡等が考えられる。

. 4.総括

以上，木遣海区で操業する巾着網及び揚繰網を，それらの構成上から見るに，巾着網は其の構成規模且，
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第 6表 巾着網網地見積表 (T.K:蛙股結節〉

符号l各局部名|材終|太さ|日合|結節|掛目 1搬 i庭教|網目 l糊(闘関数|

4 月F〉 内 k① 浮 子方縁網 c.20'8120号 6節 F.K1∞目 9x25 縦四 0・451 1:57・5

5D 魚 捕 の上自 グ 7 1 71 T.K グ 1 横目 0.221 33 

③ 魚捕の沈子方醐| グ 可 τF・K7U7工縦目 M 6・7

④ ④f 魚捕の下目 1 グ 1~1 7IT.K グ 3322-- 11 横目 o.19
部

@魚掃の本網 グ 6 ，グ グ 32 I 32 グ 0.22I 1雌
一 一 一 一 一一一一

⑥ 合脇，胴，脅の上回 グ 7 1 6 グ グ 32 I 12x2 I p グ 7回
一一一一一 一

⑦ 向上沈子方縁網 M.T 1.3匁 3寸 F.KI 10 130 I 12x2 グ 0.13 I 720 

⑧③F 同 上の下目c.却~sTi5亨 6節 T.K-5-1~ll2X2-" I~・i31~7.扇|
7 ・ 1∞担 12x2I .. 10.18768 

⑨合脇の木網 グ 5 I 7 グ 1∞ 32 I 33x2 グ 0.221 2112 

⑩胴網の木網グ 416 グ グ担 26x10 グ グ 16640
x2 

⑪皆網の本絹グ ググググ担却x2 グ 0.25I 1お6
一一一一 一

⑫端縁網グ 8 1 H I F.K グ剖 1x2 縦目 0・141 160 1 

⑬端縁網グ 15 ググ 50 1 75 I 1x2 ググ 150 

⑮端縁網IM.T1.3匁 3寸グ 15 1 70 I lx2 ググ 140 

第 7表 巾着網各綱類見積表

名綜|材料| 使 用 量

主事子綱 M.R 一 4.5分径回5k

同添網 M.R 4.5-5分径 6お

沈子制 M.R 4分径 前O

同添綱 M.R 4.5分径 前O

手 綱 M.R 9分径回k4条

渡 網 M.R 8分径 2.5k2条

目 通 M.R 2.5分径

股 綱 M.R 5分径 45k 2条

締括綱 W.R 魚辺O捕Kを:6中分心径に其左の右他:5分径

環吊網 M.R 

通E伍震の分叉Z径綱〉{高!l:E鋼Eiザ必証金豊同折は半位

一方，揚繰網は其の構成規模小さし沈降力の点か

ら見ても，巾着網の如く浅海漁場では破網多くなく.

漁獲率良好である。然しながら深海漁場に於いては，

沈降力大きし浅海漁場では海底に於いて網裾及び

締括網等の絡み合い，叉は底質に依り之等の溝入の

為，破網を生じ，然じながら深海漁場に於いては.

締括網が一貫しており，魚群包囲速度速し且，機

カ〈ネットローラー〉に依り揚網が容易な為，漁獲

良好である。

第 3図 日本?侮区に於ける調査網
の操業状況

調査澗の投網地点
@揚繰網の政網

巾着網の破網

-121ー



，;，. 

'..命
企令/'， ':~，\ムー

。-'，.:'O，G>企・ "ー・ω曲。開

，.・@・-
・ー

. o f ー

4・f ・・ 3 
♂ .巴

'". 

第 4図、太平洋海区の於げる調査網の
操業状況

調査網の技網地点
⑨ 揚 繰 網 の 破 網
ム巾着網の破網

第 8表 日本海区の調査網の破網状況

〈昭和27年 6月16:":'-7月8日〉

¥¥¥J巾着網|揚繰網

磁網回数| 7 

大 政 2 1 

中 破 7 3 

破 4 3 

l…(34; 1 揚網時の破網

メ玉1/置l車中12敵璽味杢21唖亙i 

巾着網より縮緒を多く入れ，沈降力小さし且，締

括綱が一貫しておらず，魚群の包囲速度長ぞてi主主貯

の為鯖の垂直移動に依与，たまたま，漁獲の好時期を

逸す。

筆者等は今後，更に此等，巾驚網及び揚鱗網の構成

漁法の点に就き考究する必要を認む。

女 献

(1)北海運水産研究会 (1950). 石狩湾に於げる鯖

旋網漁業.

(2)山田栄ヨ郎く1950). 若狭湾に於ける鯖巾着網

漁業.

(3) Scofield. W. L. (1951). Purse seines and 

other roundhaul nets in California. Fish. 

Bull. 81. 

第 9表太平伴潤:区の祝奈捕の破網状況

くPI1和27年 7月27日-8月25日〉

「¥|巾鷲網|些網

破網回数| 9 1， 8 

1大政 3 1 

中磁 5 5 

政 1 2 

=122-
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